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昨年の一般の部優勝
の浅野晴香さん

昭和60年に復活した「大正寺おけさ」をメインとした地
域おこしイベント「大正寺おけさまつり」。21回目を迎える
今年は、８月21日(日)、雄和の新波商店街などで開催されま
す。
実行委員会では、当日午後４時から行われる「総踊り」

の参加者と、夜に打ち上げられる「メッセージ花火」の打ち
上げ希望者を募集します。申込締切はいずれも７月29日(金)。
どしどしご応募ください！

人　数 原則として１団体５人以上

その他

衣装は自由。踊りは実行委員会の前進
踊りを基本としますが、アレンジも可
能です。踊りの練習用音楽テープが必
要な場合は早めにお申し出ください

１口10,000円　先着10口
メッセージを読みあげた後に花火を打
ち上げます。
(例)「○○ちゃん、お誕生日おめでとう　

…パパとママより」

大正寺おけさまつり実行委員会事務局tel(887)2315

総踊り

申し込み

秋田長持唄の全国大会が７月17日(日)
に開催されます。年々レベルが高くなっ
ていると評判のこの大会。珠玉の歌声を
間近で聞いてみませんか。

７月17日(日) 午前９時30分から
雄和体育館

を募集します総踊りの参加者
メッセージ花火

第11回

大会実行委員会事務局(河辺雄和商工会雄和
支所内)、JA雄和・大正寺支店、連合婦人会ほ
か、ポスターの貼ってある雄和地域の各店

大会実行委員会事務局(河辺雄和
商工会雄和支所内)tel(886)2621

入場券 前売り500円(当日800円)

問い合わせ

■入場券販売場所

「うわぁ、こうなるんだ！」
そんな声が聞こえてくるのは、

ふれあい交流館かわべでこの春か
ら開かれている「折り紙を楽しむ
会」。季節や暦を題材に毎月１回、
会員20人が折り紙を楽しんでいま
す。
この日は、七夕にちなんで、織

り姫、彦星、浴衣、網飾りなどを
制作。ちょっとした折り方の工夫
が生み出す折り紙の神秘にみなさ
ん感嘆の声をあげていました。
折り紙の指導をしているのは山

本美喜子さん。「私もまだまだ勉
強中。会員のみなさんと一緒に楽
しんでいます。折り紙ってほんと
うに奥が深い」と話します。
会員からは「難しいけど楽しい。

家で折り図を見ながらしっかり復
習します」「孫に折ってあげたらと
ても喜んだ」といった声が。
たった１枚の紙でも、無限の可

能性を秘めているんですね。

河辺の折り紙を楽しむ会

こうして、こう折って…。
左から３人目が山本さん

紙でつくる
創造の世界

浴衣

秋田長持唄
全国大会

(雄和市民センター向かい)

金　額

その他

メッセージ
花　火
５号玉　
直径15㌢
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市内各書店、市役所地下の売店、市史編さん室(市役所
分館２階)でどうぞ。送付希望のかたは、代金を現金書
留郵便で、〒010-8560秋田市山王一丁目１番１号 市史
編さん室へお送りください。送料は受取人払いです

旧石器時代から現代まで、豊富なカラー
写真とわかりやすい図表で秋田市の歴史を
解説しています。250㌻、定価2,000円。

第５章「近代都市から現代都市へ」

16世紀から20世紀初めにヴェネチア、ボヘミア、
日本などで作られた優品約130点を紹介。「吹く」
「彫る」「描く」「刻み込む」の４つの技法を通して、
ガラスの魅力をお楽しみください。

７月16日(土) ８月24日(水)
午前10時～午後６時

千秋美術館

岡田独自の色面構成による高い抽象
性を含んだものから、日本画を思わ
せる具象的な植物の作品まで21点を
展示します。岡田謙三の微妙な色彩
とフォルムの世界をご堪能ください。
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９月４日(日)まで

花
を
描
く
展

午前10時～午後６時

常設企画展

千秋美術館２階の岡田謙三記念館

お求めはこちらへ

◆目次概要◆

列品解説…７月20日(水)・31日(日)午後２時から。

かきつばた（1977年）

観覧料 一般300円 高・大学生200円
中学生以下無料

図説秋田市の歴史

市史編さん室tel(866)2249問い合わせ

第４章「城下町久保田の成立と近在の村々」
第３章「武者の世」
第２章「秋田城とその時代」

第１章「秋田のあけぼの」
序　章「秋田の自然環境」

全ページにカラー写真や
図表を満載！

岡田謙三の企画展を記念し、すてきなコ
ンサートを開催します。佐藤聡子さん(ヴァ
イオリン)、堀貴子さん(ピアノ)の演奏をお
楽しみください。入館料で入場できます。
詳しくは千秋美術館へ。tel(836)7860

７月18日(月) 午後２時開演
千秋美術館２階の岡田謙三記念館ステンドカラー(透明ガラスや樹脂などの素

材にステンドグラス風に装飾できる絵の具)を
使って、オリジナル小物を作ってみませんか。

ステンド・アート

申し込み ７月４日(月)午前10時から
千秋美術館tel(836)7860

対象 小学３年生～６年生

先着20人定員

『ガラスに描こう』

ー技法による４つのアプローチー

サントリー美術館コレクション

ダイヤモンド彫り
蓋付ゴブレット
(ヴェネチア 16世紀後半)

観覧料 一般700円 高・大学生500円 中学生以下無料

夏休み
子ども

ワークショッ
プ

特別ギャラリートーク…解説は、美短の小牟禮尊人助
教授。８月７日(日)午後２時から、千秋美術館２階で。

記念講演会…講師は、「とちぎ蔵の街美術館」の土屋良
雄館長。７月24日(日)午後２時から、千秋美術館３階で。

ガラス・
光と煌

き ら

めき

８月10日(水) 午後１時～４時
千秋美術館講堂

800円材料費
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